
 

 

 

【日時・会場】 ◇日 時：2019 年 11 月 21 日（木） 10：00～16：30 受付 9：30～ 
◇会 場：熊本市商工会議所 大会議室  

 （熊本市中央区横紺屋町 10） ＊アクセス：https://kmt-cci.or.jp/access.php 

■募集人数・対象  
・ 110 名（先着順） ※定員になり次第しめきります    ・建設系 CPD（建設コンサルタンツ協会）単位付与プログラム（予定） 

・ 対  象：河川管理者及び事業者、地域住民、学識者、学生等など 

・ 参加費 (無料) ＊別途、「多自然川づくりポイントブックⅢ」（2,500 円） ※申込時に事前販売．お持ちの方は当日持参してください 

【主なプログラム】 ＊一部予定，敬称略、※講座等タイトルは一部事務局案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
【お申し込み】 ＊メールかファクシミリで、下記内容を事務局までお申し込みください． 

お名前  
※複数名記入可 

 
     ※CPD 受講希望者はお名前の前に○印をご記入ください   

ご所属  
※代表者のみ 

 

連絡先 ※代表者 
(上記所属・自宅・その他) 

○印をつけてください 

 
TEL                FAX        E-MAIL 

＊『多自然川づくりポイントブックⅢ』（多自然川づくり研究会編，2011）の事前申込    

          2,500 円 × （   ）冊    合計                 

【事務局】 NPO 法人全国水環境交流会  

ﾌｧｸｼﾐﾘ 03-5772-1608 E-mail：mizukan@mizukan.or.jp 
℡ 03-3408-2466  

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 1-20-14 神宮村 301 

“いい川”づくり研修会・九州         テーマ： 災害復旧と多自然川づくり 
 

公益財団法人 河川財団

による河川基金の助成を

受けています。 

10：00  ・開会挨拶・主旨説明                          山道 省三 （NPO法人全国水環境交流会）                        
10：05  ・講座 1 「気候変動下における環境と防災の統合」（25 分）              島谷 幸宏 （九州大学） 
10：30  ・講座 2 「美しい山河を守る災害復旧について」（25 分）       

濱田 靖彦 （国土交通省 水管理・国土保全局 防災課） 
10：55   ・ 「いい川づくり研修会の過去の受講生からのメッセージ」(15 分)   

          堂薗 俊多 (国土交通省 九州地方整備局 企画部長) 
11：10   ・講座 3 ｢淡水魚類データベースを活用した災害対応｣（25 分）           鬼倉 徳雄 （九州大学） 
11：35   ・講座 4 「災害復旧といい川づくり」（25 分）                        皆川 朋子 （熊本大学） 
12：00   ・講座 5 「いい川づくりを支える協働の仕組み～岐阜の取り組み」 (25 分)    原田 守啓 （岐阜大学） 
12：25   ＜昼食・休憩＞ 
13：30  ・事例 1 「白川激特事業における環境への配慮」（20 分）            仲田 裕一郎 （熊本県河川課） 
13：50  ・事例 2 「樋井川の河川整備計画と整備手法について」（20 分）  

上野 紫乃 （福岡県 県土整備部 河川整備課） 
14：10  ・事例 3 「ムクノキを生かした川づくりを目指して～災害復旧における新たな取組みについて～）」（20 分） 

                                         越迫 由香里 （鹿児島県 PR・観光戦略部観光課）  
14：30   ＜休憩＞ 
14：40  ・質疑・全体討論  
16：30  ・閉会                              

白川（熊本市） 

H24 九州北部豪雨災害激特事業による新河道（R1.8 撮影）

影） 

    

・主催： ＮＰＯ法人全国水環境交流会 
     熊本大学河川・流域環境デザイン研究室 
・後援（予定）：国土交通省 九州地方整備局、熊本県 

国土交通省 防災課は、平成 30 年 6 月に「美しい山河を守る
災害復旧基本方針」を改定し、今後の災害復旧にあたり「多自然
川づくり」の考え方、技術に準ずるとしました。 
本研修会はこの改定に着目し、河川及び流域環境管理と災害

復旧のあり方、方策について、研修を行います。河川から流域へ
と対策領域を広げようとする折、現場が抱える課題解決に向け、
糸口となる議論ができればと考えます。参加呼びかけは、河川管
理者及び事業者、地域住民、学識者、学生等広範に呼びかけ、
議論に参加してもらうことを期待します。 

mailto:mizukan@mizukan.or.jp

